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「ザイティガ錠」 と 「ザルティア錠」 の 

販売名類似 による 取り違えについて（１） 
 
 ２０１７年１０月、ＰＭＤＡ（医薬品医療機器総合機構）より、「製薬企業からの医
薬品の安全使用（取り違え等）に関するお知らせ」が紹介されました。 
 本文は右記よりご確認ください。 http://www.pmda.go.jp/files/000220343.pdf 
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医療安全推進のため、Pharma Bridgeを通じて、医療安全上の周知すべき情報やタイムリーな話題
を随時発信いたします。業務手順書の書換えや日常業務にお役立てください。 

医療安全通信 第４０号-１ 

 ザルティア錠 2.5mg・5mg （タダラフィル） 

効果・効能： 前立腺肥大症に伴う排尿障害 

通常１日１回５ｍｇ 

 いずれも泌尿器科用薬であり、販売名が類似していることから、２０１４年９月から 
２０１７年７月末までに、処方オーダシステムにおける両薬剤の選択ミスや調剤時の薬
剤取り違え事例が６件報告されています。報告された事例の中には、適切な処方監査に
より薬剤の選択ミスによる患者への誤投与が未然に防止された事例もあります。 

 ザイティガ錠 250mg   （アビラテロン酢酸エステル） 

効果・効能：去勢抵抗性前立腺癌 

原則としてプレドニゾロンを併用、通常１日１回４錠 

◆ 事例内容 

泌尿器科から発行された処方箋を調剤薬局が受けた。 

処方内容 
≪Ｒｐ１≫ ザイティガ錠２５０ｍｇ １錠 分１ 朝食後 １４日分 
≪Ｒｐ２≫ 【般】セフジニルカプセル１００ｍｇ ３カプセル 分３ 毎食後 ７日分 

ザイティガ錠の用法・用量は「プレドニゾロンとの併用において、通常、成人にはアビラテ
ロン酢酸エステルとして１日１回 １，０００ｍｇを空腹時に経口投与する。」とされてい
るが、処方ではプレドニゾロンの併用が行われておらず、また、投与量も２５０ｍｇと通常
の１/４の投与量となっているため、処方医に疑義照会を行った。処方内容を以下に変更す
るとの回答を得た。 

≪Ｒｐ１≫ ザルティア錠５ｍｇ １錠 分１ 朝食後 １４日分 
≪Ｒｐ２≫ 【般】セフジニルカプセル１００ｍｇ ３カプセル 分３ 毎食後 ７日分 

◆ 背景要因 

・どちらも泌尿器疾患に対する医薬品であり、名称が似ていることから入力間違いが発生し 
たことが、発生要因と考えられる。 

・平成２７年６月にヤンセンファーマ（株）より「ザイティガ錠とザルティア錠の販売名類
似による取り違え注意のお願い」の文書が配布されたが、医療機関内における注意喚起
が十分でなかった又は対策が十分に取られなかった可能性がある。 【一部改変して抜粋】 
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「ザイティガ錠」 と 「ザルティア錠」 の 

販売名類似 による 取り違えについて（２） 

医療安全通信 第４０号-２ 

処方鑑査時、薬剤交付時に 

  患者へのインタビューにより、 
どのような疾患で受診したか 確認する。 

  併用薬、病名などの情報を利用し、 
前回の処方歴および薬歴との照合 をする。 

治療中の疾患と処方内容について疑問が生じた場合、 

疑 義 照 会 を行ってください。 

 抗癌剤等のハイリスク薬や、処方オーダシステムで誤入力しやすい医薬品を処方され
た患者に対して、病歴や薬歴等の確認をしっかりと行いましょう。 

 新しく配属になった職員をはじめ、全
職員に対して、ザイティガ錠とザルティ
ア錠の両薬剤を間違えやすい医薬品とし
て認知する機会（研修等）を設ける等、
「薬剤取り違え注意」および「薬剤選択
ミスによる誤投薬防止」の啓発と周知を
行ってください。 

 製薬企業（ヤンセンファーマ株式会社/
アストラゼネカ株式会社/日本イーライリ
リー株式会社/日本新薬株式会社）が作成
した本文には、他の事例や誤投与防止の
ための確認事項、「ザイティガ錠とザル
ティア錠の両薬剤の販売名・薬効分類名
等を記載した表」（右図）等が掲載され
ています。
http://www.pmda.go.jp/files/000220343
.pdf 

 ＦＡＸ送信では、表の画像が不鮮明に
なりますので、各自、ＷＥＢより印刷し
て、薬局内に掲示する等、活用してくだ
さい。 

旭川薬剤師会公式サイトに 
医療安全通信のバックナンバー、 
掲載資料や参考資料を 
掲載しています。 


